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                           要  旨  

 1976 年 か ら 2000 年 ま で の 25 年 間 に 旭 川 医 科

大 学 皮 膚 科 を 受 診 し た 有 棘 細 胞 癌 111 例 に つ い

て 集 計 し た 。 男 性 65 例 、 女 性 46 例 、 男 女 比 は

1 ： 0.7 で 若 干 男 性 に 多 く 、 年 齢 層 は 60 歳 か ら

急 増 し 、 70 〜 80 歳 代 に ピ ー ク を 形 成 し て い

た 。 部 位 別 頻 度 で は 顔 面 が 最 も 多 く 53 例

（ 47.7 ％ ） で 、 次 い で 下 肢 14 例 、 足 11 例 で あ

っ た 。 前 駆 病 変 の 明 ら か な 症 例 は 57 例

（ 51.4 ％ ） で 老 人 性 角 化 症 が 27 例 と 最 も 多

く 、 熱 傷 瘢 痕 の 12 例 が こ れ に 次 い だ 。 老 人 性

角 化 症 由 来 は 男 性 13 例 、 女 性 14 例 と ほ ぼ 同 数

で 、 瘢 痕 由 来 は 男 性 14 例 、 女 性 4 例 と 男 性 に

多 か っ た 。 治 療 法 は 手 術 単 独 が 77 例

（ 69.4 ％ ） と 多 く 、 次 い で 手 術 と 化 学 療 法 の

併 用 が 21 例 （ 18.9 ％ ） あ っ た 。 再 発 、 転 移 は

22 例 で 、 う ち 13 例 が 腫 瘍 死 し た 。 TNM 分 類 に

よ る stage 別 の ５ 年 生 存 率 は stage I は 100 ％ 、 II は

79.3 ％ 、 III は 34.4 ％ 、 IV は 0 ％ で あ っ た 。 予

後 と 相 関 す る 因 子 と し て TNM 分 類 、 原 発 巣 の



深 さ に よ る level 分 類 の ほ か 、 前 駆 病 変 と し て

の 瘢 痕 が あ げ ら れ 、 さ ら に 性 別 で は 男 性 が 5

年 生 存 率 71 ％ で あ る の に 対 し 、 女 性 は 92.2 ％

と 有 意 に 男 性 で 悪 か っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

         



 

        は じ め に  

 有 棘 細 胞 癌 は 基 底 細 胞 癌 に 次 い で 第 2 位 の

頻 度 を 占 め る 皮 膚 悪 性 腫 瘍 で あ る 1) 。 わ れ わ

れ は 旭 川 医 大 開 設 時 か ら 2000 年 ま で の 25 年 間

に 当 科 を 受 診 し た 有 棘 細 胞 癌 に つ い て 集 計 を

行 い 、 予 後 と の 関 連 も 含 め て 考 察 を 加 え た 。  

                    対  象  

 1976 年 11 月 の 当 院 開 設 時 か ら 2000 年 12 月 31

日 ま で の 25 年 間 に 旭 川 医 大 皮 膚 科 を 受 診 し た

患 者 の う ち 、 病 理 組 織 学 的 に 有 棘 細 胞 癌 と 診

断 し た 111 例 に つ い て 統 計 的 観 察 を 行 っ た 。  

        結  果  

1. 性 別 、 年 度 別 頻 度  

性 別 は 男 性 は 65 例 、 女 性 は 46 例 、 男 女 比 は

1 ： 0.7 と 男 性 に 多 く み ら れ た 。 年 度 別 患 者 数

で は 、 最 高 は 84 年 の 9 例 、 最 低 は 開 設 時 の 76

年 の 1 例 で 、 経 年 的 に み て 明 ら か な 増 減 は な

か っ た （ 図 １ ） 。  

2. 年 齢 別 頻 度  



年 齢 別 頻 度 で は 最 年 少 は 熱 傷 瘢 痕 由 来 の 28 歳

男 性 で 、 最 年 長 は 98 歳 女 性 だ っ た 。 平 均 年 齢

は 73.2 歳 で 、 60 歳 か ら 急 増 し 、 70 〜 80 歳 代 に

ピ ー ク を 形 成 し て お り 、 60 歳 以 上 で 全 症 例 の

87.3 ％ を 占 め て い た （ 図 ２ ） 。 3. 部 位 別 頻 度  

顔 面 が 最 も 多 く 、 53 例 （ 47.7 ％ ） 、 次 い で 下

肢 14 例 （ 12.6 ％ ） 、 足 11 例 （ 9.9 ％ ） と 続 い て

い た （ 図 ３ ） 。  

4. 前 駆 病 変  

前 駆 病 変 が 明 ら か な 症 例 は 111 例 中 57 例 (51.4%)

で 、 老 人 性 角 化 症 が 27 例 （ 24.3 ％ ） と 最 も 多

く 、 熱 傷 瘢 痕 が 12 例 （ 10.8 ％ ） 、 Bowen 病 が 8

例 （ 7.2 ％ ） だ っ た 。 他 に 硬 化 性 萎 縮 性 苔 癬 が

2 例 、 尋 常 性 狼 瘡 、 DLE が １ 例 ず つ あ っ た 。

76 〜 90 年 の 前 期 15 年 間 と 91 〜 2000 年 の 最 近 10

年 間 を 比 較 検 討 し た と こ ろ 、 最 近 10 年 間 で は

老 人 性 角 化 症 を 前 駆 病 変 と す る も の が 15.1 ％

（ 10 人 ） か ら 37.8 ％ （ 17 人 ） と 頻 度 が 倍 増 し

て い た （ 図 ４ ） 。 性 別 で は 老 人 性 角 化 症 由 来

は 13 ： 14 と 男 女 ほ ぼ 同 数 で あ っ た が 、 瘢 痕 由



来 は 14 ： 4 と 男 性 に 多 く 認 め た 。  

5. 発 病 か ら 来 院 ま で の 期 間  

発 病 か ら 受 診 ま で の 期 間 で は 3 ヶ 月 以 内 が 22

例 （ 19.8 ％ ） 、 6 ヶ 月 以 内 は 54 例

（ 46.8 ％ ） 、 1 年 以 内 で は 76 例 （ 68.4 ％ ） と

比 較 的 早 期 に 受 診 す る 傾 向 に あ っ た （ 図

５ ） 。  

6 治 療 法  

手 術 単 独 が 最 も 多 く 、 77 例 （ 69.4 ％ ） 、 次 い

で 手 術 と 化 学 療 法 の 併 用 が 21 例 （ 18.9 ％ ） 、

手 術 と 化 学 療 法 と 放 射 線 療 法 の 併 用 が 5 例

（ 4.5 ％ ） と 続 い た （ 表 １ ） 。 手 術 方 法 と し て

は 単 純 切 除 縫 縮 術 29 例 、 遊 離 植 皮 61 例 、 局 所

皮 弁 7 例 、 切 断 （ 四 肢 、 陰 茎 ） 5 例 で あ っ

た 。 切 除 範 囲 は 当 科 で は 原 則 と し て T1 で は 腫

瘍 辺 縁 か ら 1cm 〜 2cm 離 し て 脂 肪 織 深 層 で 、 T2 で

2cm 〜 3cm 離 し て 筋 膜 直 上 で 、 T3 で 3cm 以 上 離 し て

筋 膜 直 上 で 切 除 し て い る 。 化 学 療 法 に つ い て

は 前 期 15 年 間 で は ブ レ オ マ イ シ ン 単 独 、 ペ プ

ロ マ イ シ ン 単 独 が そ れ ぞ れ 7 例 と 9 例 で 多



く 、 PM 療 法 （ ペ プ ロ マ イ シ ン + マ イ ト マ イ シ

ン C) は 3 例 だ っ た 。 最 近 10 年 間 で は ペ プ ロ マ

イ シ ン 単 独 は 1 例 の み で PM 療 法 が 6 例 、 そ の

他 に シ ス プ ラ チ ン + フ ル オ ロ ウ ラ シ ル 1 例 、

シ ス プ ラ チ ン + フ ル オ ロ ウ ラ シ ル + ペ プ ロ マ

イ シ ン 1 例 と 併 用 療 法 が 主 体 と な っ て い た 。

ま た イ リ ノ テ カ ン 単 独 使 用 例 も 1 例 あ っ た 。

免 疫 療 法 で は 前 半 15 年 間 で は ピ シ バ ニ ー ル 、

ク レ ス チ ン な ど を 使 用 し て い た が 、 最 近 10 年

間 で の 使 用 例 は な か っ た （ 表 ２ ） 。  

7.TNM 分 類  

stage I は 43 例 （ 男 24 例 、 女 19 例 ） 、 II は 49 例

（ 男 30 例 、 女 19 例 ） 、 III は 14 例 （ 男 6 例 、 女

8 例 ） 、 IV は 2 例 （ 男 2 例 ） で あ っ た 。 T 分

類 で は T1 が 44 例 、 T2 が 48 例 、 T3 が 7 例 、 T4 が

9 例 、 N,M 分 類 で は N1 が 12 例 、 M1 が 2 例 だ っ

た 。 最 近 10 年 間 の 傾 向 と し て は stage I の 減 少 、

III の 増 加 、 T1 の 減 少 、 T4 、 N1 の 増 加 を 認 め た

（ 表 ３ ） 。  

8.level 分 類  



近 藤 ら 2) が 提 唱 し た level 分 類 で は I （ 腫 瘍 細

胞 の 浸 潤 が 真 皮 乳 頭 層 ま で の も の ） が 0 、 II

（ 真 皮 網 状 層 ま で の も の ） が 4 例 、 III （ 真 皮

網 状 層 の 深 部 に 達 す る も の ） が 37 例 、 IV （ 皮

下 脂 肪 織 に お よ ぶ も の ） が 43 例 で V （ 隣 接 す

る 皮 膚 以 外 の 他 臓 器 へ 浸 潤 の お よ ぶ も の ） も

10 例 認 め た 。 最 近 10 年 間 の 傾 向 で は level V の 増

加 を 認 め た （ 表 4 ） 。  

9 予 後  

 予 後 に つ い て は 電 話 調 査 を 行 い 、 111 例 中 78

症 例 で 予 後 が 判 明 し た 。 再 発 、 転 移 例 は 22 例

で そ の う ち 腫 瘍 死 は 13 例 だ っ た 。 他 病 死 は 11

例 認 め た 。 再 発 、 転 移 し た 22 症 例 は 、 男 女 比

は 14 ： 8 で 、 部 位 は 顔 面 5 例 、 足 5 例 、 陰 部

3 例 で 、 前 駆 病 変 は 熱 傷 瘢 痕 4 例 、 外 傷 性 瘢

痕 1 例 、 放 射 線 皮 膚 炎 1 例 と 瘢 痕 由 来 が 5 例

あ っ た 。 再 発 、 転 移 ま で の 期 間 は 最 短 1 ヶ

月 、 最 長 2 年 7 ヶ 月 、 平 均 7.7 ヶ 月 だ っ た 。 腫

瘍 死 の 13 症 例 は 、 男 女 比 は 11 ： 2 と 男 性 の 頻

度 が さ ら に 増 え 、 部 位 は 顔 面 4 例 、 陰 部 3 例



で あ っ た 。 前 駆 病 変 は 熱 傷 瘢 痕 2 例 、 外 傷 性

瘢 痕 1 例 、 放 射 線 皮 膚 炎 1 例 と 瘢 痕 由 来 が 多

か っ た 。 腫 瘍 死 例 に お け る 再 発 、 転 移 ま で の

期 間 は 最 短 3 ヶ 月 、 最 長 1 年 、 平 均 6.3 ヶ 月 と

若 干 短 縮 し て い る 。 腫 瘍 死 ま で の 期 間 は 最 短

4 ヶ 月 、 最 長 3 年 7 ヶ 月 、 平 均 1 年 5 ヶ 月 だ

っ た 。  

10.  5 年 生 存 率    

 Kaplan-Meier 法 に て 生 存 率 を 検 討 し た 。 生 存 率 の

有 意 差 は log-rank 検 定 を 用 い た 。 な お 統 計 学 的

処 理 は 全 て Stat 

View 4.5,Survival Tools を 用 い て 行 っ た 。 5 年 生 存 率 は

男 性 71 ％ , 女 性 92.2% と 有 意 に 女 性 で 良 好 だ っ

た （ P=0.0492) （ 図 6 ） 。 stage 別 で は I は 100%,II は

79.3%,III は 34.4 ％ 、 IV は 0 ％ と 4 群 間 で 有 意 差 が

認 め ら れ た (P<0.0001) （ 図 7 ） 。 T 分 類 で は T1 は

5 年 生 存 率 100%,T2 は 72.8 ％ 、 T3 は 50 ％ 、 T4 は 5

年 生 存 率 は 0 で 、 3 年 生 存 率 は 22.2 ％ だ っ

た 。 T 分 類 に お け る 5 年 生 存 率 に お い て も 4

群 間 で 有 意 差 を 認 め た (P<0.0001) （ 図 8 ） 。 N 分



類 で は N0 は 5 年 生 存 率 87.8 ％ で あ る の に 対

し 、 N1 で 34.4 ％ で あ っ た (P<0.0001) （ 図 9 ） 。

level 分 類 で は II で 5 年 生 存 率 100%,III で 95.8 ％ 、

IV で 70.4 ％ 、 V で 35.7 ％ と 4 群 間 で 有 意 差 を

認 め た (P=0.013) （ 図 10 ） 。 前 駆 病 変 で は 老 人 性

角 化 症 由 来 が 5 年 生 存 率 100% で あ る の に 対

し , 瘢 痕 由 来 は 59.7 ％ で 有 意 に 悪 か っ た

(P=0.0211) （ 図 11 ） 。 治 療 法 別 で は 手 術 単 独 で 5

年 生 存 率 は 90.5 ％ 、 手 術 と 化 学 療 法 の 併 用 は

65.2 ％ 、 手 術 と 放 射 線 療 法 の 併 用 が 50 ％ 、 手

術 と 化 学 療 法 と 放 射 線 療 法 の 併 用 が 30 ％ だ っ

た 。          

        考  察    

 性 別 頻 度 は 従 来 の 報 告 3) 〜 6) 通 り 男 性 に 多

く 認 め た が 、 76 〜 90 年 の 前 期 15 年 間 と 91 〜

2000 年 の 最 近 10 年 間 を 比 較 し た と こ ろ 、 前 期

15 年 間 で は 男 女 比 は 43 ： 23 だ が 、 最 近 10 年 間

で は 22 ： 23 と ほ ぼ 同 数 で あ り 、 特 に 老 人 性 角

化 症 由 来 の 女 性 例 の 増 加 が 目 立 っ た 。 年 度 別

患 者 数 は 多 少 の 増 減 は あ る も の の 全 体 と し て



明 ら か な 増 加 傾 向 は 認 め な か っ た 。   

 年 齢 分 布 は 40 歳 以 下 は 1 例 の み で 若 年 発 症

例 は 少 な か っ た 。 男 女 別 で 見 る と 平 均 年 齢 は

男 性 が 70.5 歳 、 女 性 が 77.0 歳 で 若 干 女 性 が 高

齢 で あ っ た 。 前 期 15 年 間 と 最 近 10 年 間 の 比 較

で は 、 平 均 年 齢 が 前 期 72.6 歳 、 後 期 74.0 歳 と

明 ら か な 高 齢 化 は な か っ た 。  

 部 位 別 頻 度 は 従 来 の 報 告 3) 〜 6) と 同 様 、 顔

面 、 下 肢 に 多 か っ た 。 顔 面 で は 頬 部 12 例 、 下

口 唇 9 例 、 耳 介 3 例 が 多 く 、 そ の 大 部 分 は 老

人 性 角 化 症 由 来 で あ っ た 。   

 前 駆 病 変 で は 老 人 性 角 化 症 （ 24.3 ％ ） 、 熱

傷 瘢 痕 （ 10.8 ％ ） が 多 か っ た 。 熱 傷 瘢 痕 由 来

で は 受 傷 時 の 平 均 年 齢 は 12.7 歳 で 発 症 ま で の

平 均 期 間 は 54.5 年 だ っ た 。 受 傷 年 齢 が 10 歳 以

下 （ 平 均 3.6 歳 ） で は 平 均 65.9 年 後 、 20 歳 以 上

（ 平 均 28.8 歳 ） で は 平 均 34.5 年 後 と 受 傷 年 齢

が 上 が る に つ れ て 発 癌 ま で の 期 間 の 短 縮 を 認

め た 。 同 様 な 傾 向 は 横 浜 市 大 の 集 計 4) 、 1990

年 の 本 邦 報 告 例 の 集 計 7 ） で も 認 め ら れ て い



る 。 こ の 要 因 と し て 年 齢 上 昇 に よ る 該 当 集 団

の 余 命 の 短 縮 効 果 が 考 え ら れ 、 高 齢 に な る ほ

ど 余 命 そ の も の が 短 く な る た め 発 癌 が 見 か け

上 早 く 発 現 す る よ う に 見 え る も の と 推 定 さ れ

る 7) 。  

 治 療 法 は 外 科 的 切 除 を 主 体 と し て 、 完 全 切

除 に 疑 問 の 残 る 例 や 進 行 例 に 対 し 化 学 療 法 、

放 射 線 療 法 の 併 用 を 行 っ て い た 。 リ ン パ 節 郭

清 は 13 例 、 う ち 予 防 的 郭 清 は 2 例 で あ っ た 。

予 防 的 郭 清 は 原 発 が 陰 茎 部 、 口 腔 内 の 症 例 で

そ れ ぞ れ 泌 尿 器 科 、 口 腔 外 科 で 行 っ て い た 。

初 回 治 療 後 、 経 過 中 に 所 属 リ ン パ 節 の 腫 脹 、

転 移 が 発 見 さ れ 根 治 的 郭 清 を 行 っ た 症 例 は 3

例 あ り 予 後 は 生 存 中 、 腫 瘍 死 、 不 明 各 1 例 だ

っ た 。 浸 潤 の 深 い 症 例 に 予 防 的 リ ン パ 節 郭 清

の 必 要 性 を 説 い て い る 報 告 8)9) も あ る が 、 当 科

で は 原 則 と し て 予 防 的 郭 清 は 行 っ て い な い 。

根 治 的 、 予 防 的 郭 清 は 侵 襲 が 大 き い た め 今 後

セ ン チ ネ ル リ ン パ 節 生 検 を 含 め た 検 討 が 必 要

と 思 わ れ る 。  



 化 学 療 法 に つ い て は 近 年 進 行 例 に 対 し て シ

ス プ ラ チ ン を 中 心 と し た 多 剤 併 用 療 法 の 有 効

性 が 報 告 10)11) さ れ て い る 。 当 科 で は 術 後 補 助

療 法 と し て PM 療 法 な ど が 17 例 で 行 わ れ 生 存 10

例 、 腫 瘍 死 4 例 、 不 明 3 例 だ っ た 。 腫 瘍 死 の

4 例 は 全 例 初 診 時 に 所 属 リ ン パ 節 転 移 の あ る

進 行 例 で あ り 、 術 後 の 化 学 療 法 は 一 定 の 効 果

を 得 て い る も の と 思 わ れ る が 、 進 行 例 や 遠 隔

転 移 に 対 し て 有 効 例 は 一 例 も な か っ た 。 イ リ

ノ テ カ ン は 1 例 、 肺 転 移 に 対 し て 施 行 し 、 腫

瘍 の 大 き さ 、 数 は 不 変 で 判 定 は NC で あ っ た

が 、 転 移 巣 の 空 洞 化 を 認 め 、 7 ク ー ル ま で 行

い そ の 時 点 で 腫 瘍 の 増 大 を 認 め た た め 中 止 し

た 。 副 作 用 は 、 白 血 球 減 少 は grade II 、 悪 心 、 嘔

吐 は grade III 、 下 痢 は grade III で 、 許 容 範 囲 内 で あ り

今 後 検 討 に 値 す る 治 療 法 と 考 え た 。  

 放 射 線 療 法 は 術 後 照 射 で 6 例 で 施 行 し 2 例

で 生 存 、 4 例 で 再 発 、 転 移 を 示 し た が 3 例 は

進 行 例 で 化 学 療 法 も 併 用 し た が 腫 瘍 死 し た 。  

 放 射 線 療 法 は 術 後 取 り 残 し が 疑 わ れ る 場 合



に 50 〜 60Gy 照 射 を 2 例 で 施 行 し 、 2 例 と も そ

の 後 再 発 、 転 移 は な い 。 1 例 で 術 前 に 40Gy 照

射 し 、 腫 瘍 の 縮 小 を 見 て 手 術 を 行 い そ の 症 例

で は 有 効 と 判 定 し た 。 進 行 例 、 転 移 例 の 補 助

療 法 ま た は 手 術 不 能 例 に 対 す る 単 独 療 法 と し

て 60 〜 70Gy 照 射 し た 症 例 で は 、 最 終 的 に 再

発 、 転 移 を 認 め た が 一 時 的 に 腫 瘍 の 消 失 に よ

り 、 悪 臭 、 浸 出 液 に よ る 不 快 感 、 疼 痛 の 軽 減

を 認 め 、 QOL の 面 か ら も 有 用 で あ っ た 。  

 予 後 に つ い て は 男 性 が 女 性 と 比 較 し て 悪 か

っ た 。 stage III 以 上 は 男 性 45 人 中 8 人

（ 17.8 ％ ） 、 女 性 33 人 中 6 人 （ 18.2 ％ ） 、

level IV 以 上 は 男 性 45 人 中 23 人 （ 51.1 ％ ） 、 女 性

33 人 中 15 人 （ 45.5 ％ ） と 男 性 に 進 行 例 が 特 に

多 い 訳 で は な い 。 前 駆 病 変 が 瘢 痕 由 来 は 男 性

は 45 人 中 9 人 （ 20 ％ ） 、 女 性 は 33 人 中 2 人

（ 6.0 ％ ） と 男 性 に 多 く 認 め 男 性 が 予 後 が 悪 い

要 因 と し て 瘢 痕 由 来 が 多 い こ と が 推 定 さ れ

た 。  

 level 分 類 で は 提 唱 者 の 近 藤 ら 2 ） は 腫 瘍 細



胞 が 脂 肪 織 レ ベ ル ま で 浸 潤 し て い る か ど う か

が 予 後 を 決 定 す る 重 要 な 因 子 と 指 摘 し て い

る 。  

 近 年 老 人 性 角 化 症 由 来 で は 原 発 巣 が 小 さ い

に も か か わ ら ず 急 速 な 転 移 を お こ す 例 が 注 目

さ れ 、 棘 融 解 細 胞 の 存 在 が 予 後 悪 化 因 子 と と

ら え て い る 12 ） 。 当 科 に お け る 老 人 性 角 化 症

由 来 の 症 例 は 全 例 棘 融 解 細 胞 を 認 め ず 5 年 生

存 率 は 100 ％ だ っ た 。  

 治 療 法 別 の 生 存 率 で は 手 術 単 独 例 が 90.5 ％

と 他 の 治 療 法 と 比 べ 有 意 に 高 い が こ れ は 治 療

の 良 否 に よ る も で は な く 癌 の 進 行 度 と 関 連 し

て い る と 思 わ れ る 。  

 TNM 分 類 に お け る 当 科 の 5 年 生 存 率 は 従 来

の 報 告 13)14) と 比 べ 若 干 低 い 傾 向 を 示 し た 。

stage II が 79.3 ％ 、 そ の う ち T3N0M0 は 100 ％ で あ っ

た が T2N0M0 が 77.8 ％ と 低 く 、 ま た stage III は 症 例

数 が 少 な い こ と も あ る が 全 体 で 34.4 ％ 、

TanyN1M0 が 40.4 ％ で あ っ た 。 T2N0M0 の 予 後 の 悪

い 理 由 と し て 、 こ の 集 団 の 再 発 、 転 移 例 が 9



例 で そ の う ち 顔 面 が 4 例 、 ま た 腫 瘍 死 し た 4

例 中 顔 面 が 3 例 と 高 齢 者 の 顔 面 の 2 〜 3cm の 腫

瘍 に 対 す る 手 術 が 姑 息 的 に な る 傾 向 に あ っ た

た め と 考 え ら れ た 。 ま た level 分 類 で は 再 発 、

転 移 例 22 例 中 IV が 9 例 、 V が 5 例 、 さ ら に 腫

瘍 死 13 例 中 IV が 7 例 、 V が 4 例 と 皮 下 脂 肪 織

以 上 に 浸 潤 し て い る 症 例 に 対 す る 治 療 の 改 善

が 必 要 と 思 わ れ た 。 こ の よ う に TNM 分 類 に も

と づ く 当 科 の 成 績 は 必 ず し も 良 く な い が 、 76

〜 90 年 の 前 期 15 年 間 と 91 〜 2000 年 の 最 近 10 年

間 を 比 較 す る と stage II は 前 期 が 5 年 生 存 率

69.8 ％ に 対 し 後 期 は 88.9 ％ 、 III は 前 期 は 25 ％

に 対 し 後 期 は 38.1 ％ と い ず れ も 改 善 傾 向 に あ

り 、 最 近 の 治 療 成 績 は お お む ね 満 足 す べ き も

の と 思 わ れ る 。 当 科 に お け る 前 期 と 後 期 の 最

大 の 差 は stage に も と づ く 治 療 方 針 の 可 及 的 均

一 化 で あ り 、 そ れ が 予 後 の 改 善 に つ な が っ た

も の と 推 定 さ れ る 。 同 様 な 方 針 に も と づ い た

当 科 に お け る 悪 性 黒 色 腫 の 治 療 成 績 で も 前 期

と 後 期 で 明 ら か な 予 後 の 改 善 が 認 め ら れ て い



る 15) 。 こ の 場 合 、 最 終 的 に 問 題 に な る の は 切

除 範 囲 で 、 た と え ば 高 齢 者 の 顔 面 に 対 す る 大

き な 手 術 は 美 容 的 、 体 力 的 観 点 か ら た め ら わ

れ る が 、 可 能 な 限 り 充 分 な 切 除 範 囲 と 深 さ を

も っ て 手 術 を 行 う こ と が 長 期 的 な 予 後 の 面 か

ら 重 要 と 思 わ れ る 。 ま た stage III に つ い て は リ ン

パ 節 転 移 例 や 浸 潤 の 深 い 症 例 に 対 す る 手 術 手

技 の 向 上 と 化 学 療 法 や 放 射 線 療 法 の 確 立 が 肝

要 で 、 こ の 群 に 対 す る 予 後 の 改 善 が 有 棘 細 胞

癌 全 体 の 生 存 率 の 改 善 に つ な が る と 思 わ れ

た 。  
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図　3　部位別頻度
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図　4　前駆病変
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図　5　発病から初診までの期間
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図　6　性 別 と 生 存 率
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図　7　病 期 別 生 存 率
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図　8　T  分 類 と 生 存 率
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図　9　N 分 類 と 生 存 率
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図　10　level 分 類 と 生 存 率
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図　11　発 生 母 地 と 生 存 率
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表１　治療法

手単独 ７７症例（６９．４％）　郭清2例

手＋化 21症例（１８．９％）　郭清7例

手＋化＋放 5症例（４．５％）　郭清3例

手＋放 3症例（２．７％）　郭清1例

化単独 2症例（１．８％）

放単独 2症例（１．８％）

手：手術　化：化学療法　放：放射線療法



表　２　化学療法

76-90年 91年-00年
BLM
PEP
PEP+MMC
CDDP+PEP+MTX
CDDP+ADM+VDS
CDDP+5-FU
CDDP+5-FU+PEP
CPT-11

7例
9例
3例
1例
1例
0例
0例
0例

0例
1例
6例
1例
0例
1例
1例
1例

ピシバニール

クレスチン

インターフェロン‐β

4例
3例
1例

0例
0例
0例

BLM: ブレオマイシン　PEP; ペプレオマイシン　MMC; マイトマイシンC
CDDP； シスプラチン　MTX; メトトレキセート　ADM; アドリアマイシン
VDS; ビンデシン　5-FU;  フルオロウラシル　CPT-11; イリノテカン



表３　TNM分類

76ー00年 76－90年 91－00年
Stage I

II
III
IV

43例（38.7％）

49例（44.1％）

14例（12.6％）

2例（1.8％）

28例（42.4％）

29例（43.9％）

6例（9.0％）

1例（1.5％）

15例（33.3％）

20例（44.4％）

8例（17.9％）

1例（2.2％）

T1
T2
T3
T4

44例（39.6％）

48例（43.2％）

7例（6.3％）

9例（8.1％）

28例（42.4％）

29例（43.9％）

4例（6.2％）

3例（4.5％）

16例（35.6％）

19例（42.2％）

3例（6.6％）

6例（13.3％）

N1
M1

12例（10.8％）

2例（1.8％）

5例（7.6％）

1例（1.5％）

7例（15.6％）

1例（2.2％）



表４　level分類（近藤ら）

76－00年 76－90年 91－00年

Level I
II
III
IV
V

不明

0例
4例（3.6％）

37例（33.3％）

43例（38.7％）

10例（9.0％）

17例

0例
21例（31.8％）

28例（42.4％）

4例（6.0％）

4例（8.9％）

16例（35.6％）

15例（33.3％）

6例（13.3％）
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